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民俗博物館とその環境 (民俗公園)
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和50年度より現地保存の困難な民家の移築復原が始めら
民家の移築について

れる。

2 奈良県の民家の概要

現在、奈良県において国の重要文化財指定を受けてい

る民家は17件、県指定文化財では10件あり、文化財の資

格を有する未指定の民家の数は、かなりの量に上るもの

と想、われる。県下で最も洗練された外観を有する民家は、

大和棟と称される高塀造りで、17世紀末期から18世紀初

期にかけて上層農民の家屋から発生したものと考えられ
く人をかくんむか

る。大和棟は国中に集中しており、国中周辺の山間部に

はあまり見られず、この地域では入母屋・切妻造りの民

家が主になっている。また、吉野郡十津川地方のものは

建ちが低く、屋根勾配のゆるい杉皮葺きの民家であり、

国中及びその周辺山間部の民家とは全く異なるものであ

る。町屋では奈良市、大和郡山市、橿原市今井町、五條

市新町などに近世町屋遺構かきわめて冬く残り、貴重な

町並みを形成し、大型住居から小規模な町屋住居まで現

存している。これらの農家及び町屋は、個々の主屋のみな

らずその屋敷構えも残っており、注目すべきことである。

民家を平面的に考察すると、18世紀以後の・一般農家の

問取りの基本形は、通り抜け形式の士間と四間取りであ

る。大型農家においては、17世紀中期には四問取りであ

り、17世紀末期には六問取りへと発展した。大型町屋で

は17世紀初期に六間取りが生まれており、六問取り平面

は農家より町屋で先に発生したと見られる。なお、十津

川地方の民家は、一般に梁間が小さく主要な部屋在横一

列に並ぶ並列型の民家が多く、国中とは全く異なるもの

である。奈良県の民家、特に国中の民家は、外観的、平

面的、構造的に見て先進性を示しているといえる。

3 民俗公園の民家移築復原計画

民家の移築復原に際しては特に自然環境に留意し、地

'

しtみせ

1 はじめに

我々の祖先か旧常生活において、長い年月をかけて創

意1夫左凝らし造り上げた『すまい』それが民家である。

民家は生活文化財として、また歴史的景観の要素として

重要であり、民家を見ればその中での生活がわかり、そ

の時代の社会的環境も窺える。民家は社寺建築のような

豪華さや技術的な優秀さは見られない。しかし、素朴で

地方色豊かな民家の美しさは独得なものがあり、心のひ

だに触れるようなデリケートさを持ち合わせている。ま

た、民家は周りの環境及び人々の生活と共に生き続け、

たとえ生活様式の変化に伴う多少の改造かむされても、

それ自身痕跡となり、過去の生活様式を伝えてくれるの

である。各地方の風士に適応し、自然環境に溶け込んだ

民家の姿は、人々か旧々の営みの中で積み重ねてきた創

意1夫の結晶ともいえる。

このような風士にねざした貴重な文化遺産である民家

が、あるいは維持管理の困難さから、あるいは生活様式

の急、激な変化に適応できず、建て替えられまた無住とな

り失なわれつつあるのが実状である。我々はこのような

事情をふまえて、貴重な文化遺産を後世に伝え得るよう

な保存の体制を直ちに整えなければならない。民家の保

存にとって現地保存がいかに重要であるかは言うまでも

ない。しかし、現地保存は多分に困難か伴い、我々が知

らぬ問に滅びゅく民家が数多く存在するため、民家に生

命力を与え、かっ永久保存奇するための方策を講じなけ

ればならない。最近、公的な機関が民家を買収しまた寄贈

を受け、民家集落として一般に公開しつつ永久保存する

という傾向にようやく向いつつぁるが、わが奈良県では、

野外博物館ともいうべき大和民俗公園の建設が進み、昭
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方色豊かな個々の民家のイメージを生かすような集落景

観を形成する方針で計画を進めた。民家の配置は、町屋

に始まり、公園の奥へ進むにつれて国中及び国中周辺山

間部の農家となり、さらには吉野地方の山家というよう

に、町から農村へ、農村から山村へと入園者を導き、興

味つきない計画を立てた。また、民家内には民具を適所

に展示し、それらの構成によって古い生活様式を無理な

く理解できるように心掛るつもりである。

今回移築復原する民家は、町屋に属する重要文化財の

旧臼井家住宅と、国中の農家に属する旧吉川家住宅の2

棟である。旧臼井家住宅は高取城の大手門下の街道に面

した町屋である。臼井家は代々伊勢屋と称し、酒・瓣油

の販売在業とし、大年寄及び藩の公用伝馬の役左務めて

いた。屋敷構えは主屋・寓隹れ座敷・内蔵・高蔵・米蔵・

道具蔵などで一廓ををしているが、重要文化財に指定さ

れてぃる主屋及び内蔵が今回移築復原される。主屋は五

間取りで、舶所に突止め溝の差鴨居・帳台構えがあって、

その建設年代は17世紀中期を降らないものと考えられる。

主屋の屋根は大和棟であるが、これは後世の改造による

ものと思われ、外観及び平面構造において農家の面影か

強い町屋であり、他の市袿社也の町屋とはかなり趣を異に

している。内蔵の建設年代は明らかでないが、主屋に次

いで建てられたようで、 2 階建てである。

旧吉川家住宅は、橿原市中町にあった農家で、当家は

庄屋を務めてぃたと伝えられ、この地方の中級自作農の

典型的な民家である。主屋の建設年代は18世紀初期と考

えられ、喰違い四間取りで、この民家は三問取りから四間

取りへの変遷を知る上での貴重な資料といえる。

4 おわりに

我々はこの野外博物館を通して、民家の形態とそれぞ

れの風士との結びつきを、またどのような生活習俗が住

まいに作用し、作用されているのかを学んでいただけた

(今西良男記)らと望むものである。
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本公園の中心施設である民俗博物館の開館までに、修

景1事として公園化した面積は約6へクタールであり、

残り20へクタール近くは、自然林のまま博物館後方に広

がっている。この自然林の林相は、アカマツを高木とし

たいわゆる里山といわれるもので、そこにすむ動物も里

山に・一般に見られるものである。

館正面に公園1事の際残されたこんもりとした一区画

がある。その頂上にはお稲荷さんを祭った祠跡があり、

戦前は狐が闊歩する地であったが、周辺が宅地化するに

つれ、いずこかへ去って、今は残念ながら見られない。

それにかわって、強敵が去ったとばかりにノウサギが我

世左楽しんでいる。気在つけて観察すれぱ、公園のあち

゛
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こちにノウサギの丸い糞が見られ、夜問、公園内を横行

しているのか3 かがわれる。先日などは、夜遊びがすぎ

たのか、朝、出勤時の我々と園路で鉢合せし、あわてて

森へ逃げてぃったし、一度昼間に、事チ努室の窓から、植

栽した濯木の問を走り去るのさえ見られた。ノウサギは

'、つう昼闇は風通しのよい場所で寝ており、夜間に行動

するものである。

森の中へ入ると、運がよけれぱりスが兒られる。リ

スの好むカシ、ナラの実(ドングリ)が沢山あるので餌

には不自由しない。奈良公園ではりスの餌付けの試みか

なされてぃるが、なかをか思、うようにいかないようであ

る。猫などに狙われるのと、やはり人を怖れて近づかな

いのが原因と考えられている。歐米の公園では、人の手

から餌をもらう風景が見られ、訪れた日本人を感心させ

てぃるが、これも長年にわたり、人問は怖いものでない
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とりスに納得させた結果そうなったのである。日本でも

いつか成功するかもしれないが、要はやはり、りスを見

つけて珍らしいからといって追いかけたりしないことで

ある。この公園にすむりスも大事にして、いつか人を怖

れない11寺が来たならどんなに楽しいことだろうか・'・ー・。

奈良盆地一帯が、昭和47年以来、銃猟禁止区域に指定

れてから、野鳥も鉄砲に追いかけ回されずにすむように

なった。特に狩猟鳥であったキジやコジュケイが安心し

たのか、時々公園附近を散歩している。他に野鳥では、

公園予定地の小さなため池に、今冬ひっそりとカルガモ

2羽が越冬していたし、大きなため池の岸の砂地部分に

は、北国で繁殖するイソシキがいつも見られた。博物館

は自然林に隣接していることから、四季折々の野鳥が観

J,ンf情叉:
、.1、'

,、

察できる。春から夏にかけては、この地で繁殖するウク

イス、ホオジロ、コジュケイ、キジバトの噸りが、そし

て秋にはモズのた力Ⅲ鳥きが聞かれ、冬にはツグミ、ムク

ドリ、アオジなど様々な種類の鳥が見られる。

奈良盆地も年々宅地開発され、自然林が減少している。

それ故、奈良盆地の中心地に近いこの地の自然は貴重な

ものである。今後、この自然林左公園として利用してい

くわけであるが、極力施設に必要な場所以外は自然林の

まま残す方法をとることにより、動物たちも安心して生

息、でき、いつか公園左訪れた人の前にでてくる、そんな

公園にしていきたいと考えている。
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上牧町立上牧小学校三年、(現四年)堀口徳夫

社会見学はおもしろかった。アマゾンがけがをした時

くすりを作るものとおなじものがあったり、テレビがお

おきくなったもので、そこのいすにすわって見たりして

いました。ぽくは人力車にのりたかった。そして、むか

しはかわってるなあと思、いました。ぽくは、足ぶみだっ

こくきゃ千ばこきは、ずかんや本でしか見たことがなか

つたので、本物を見た時はほんとうにうれしかった。

いろいろめずらしいものや、学校でならったわるいこ

めといいこめをわけるきかいや、いろいろめずらしいも

のがあった。ちょっとざんねん左ことだけど、さわれな

かったのでとてもざんねんです。もしさわれたらなあと

恕、いました。

はいる時も、ならのしまみたいなものがかけてありま

した。いちぱんめずらしかったのは、アマゾンがつかう

ヤゲンでした。あれはテレビのつくりだしたものだと恕、

つたけど、見てからは、むかしにもほんとうにこんをも

のがあったんだなあと想、つた。
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むかしのまくらもかわっていた。まえに四国へ行った

時、船の中でまくら各かしてくれました。そのまくらと

おなじでした。おはぐろとゆうものがありました。口の

中へいれると聞いたのでぼくはぞっとしました。もうー

ついやだったことは、ぼくたちは0先生がせつ明をして

くれていました。でも、ほかのくみは自ゆうにあるきま

わってけんか'くしていたので、ぽくもしたいなあと思、い

ました。なぜかとゆうと、先生がせつ明するのはいいけ

れど、ぽくがいるとうしろからぼくのいるところをとっ

て、ぽくはうしろのほうにいたので、ぜんぜんきこえま

せんでした。いやだった。だから、ほかのところ左見て

いました。でも足ぶみだっこくきのところは、ほX も見

れました。

それから、たくさんひきだしのあるところへいきまし

た。ぼくは、そこにおかしやミニカーをいれたいなあと

忌1.いました。あそこにはくすり巻いれるそうです。ざい

もくをはこぶときには、木をー・どにいっぱいはこんで、

木をいれてそこをすぺるそうです。でも、さかのあると

ころは、上からおちてくるのでぃのちかけのしごとと思、

います。
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1 水田耕作の用具
C

t ι、'肌凡、.、子r 3へ

耕作に使用する用具には、いろいろなクワ(鍬)やス

キ(鋤)の他、畜力で操作するカラスキ(隼)やマンガ

(馬杷)などがある。今回は、水田耕作の作業工程と対

照して、収蔵資料の中からその用具の一部を紹介する。
ひ勺ちゅうくb

1 田の荒起こ Uアラタオコシ)に使う備中鍬

3月のはじめごろ、奈良盆地では稲の苗代ごしらえをす

る。昔は冬の田で裏作(ウラケ)として麦を作ったが、

苗代にする田は麦左作らずあけておいた。

まず備中鍬でアラタを起こす。この鍬は別名サンポン

アシともいい、鋭い三本の鍬先を士に打'ち込んで前進し

なか'ら固くなった田の士を起こしてぃく。この作業をア

ラタオコシという。
ひらく●

2 士を細かくする(コナゲル)平鍬

備中鍬で起こした士を一面にコナゲルのにヒラグワ(

ホログワともいう)を使う。この作業をコナゲといい、

3月中ごろにおこなった。

備中鍬の場合は、前進しながら士に打ち込んで使うか

平鍬は、士を手前に引き寄せる,ようにして後退しながら

使う。この鍬は鉄製の鍬先左木製の台(フロ)に取り付
ふろくわ

けてあり、標準名では風呂鍬といわれてぃる。
すき

3 スコップによくイ以た鋤
島せ

水田は、水が漏れないよう畦(田の%剥に泥を塗って

固めてあるが(平鍬で塗る)、アラタオコシの時このア

ゼをとりはらう。これをアゼハナシという。この時まず

鋤で田の縁に沿って切目を入れ、次に備中鍬で起こして

いく。このほか、ぢb上用の溝掘りなどにも用い、ちょう

どスコップのような使い方をした。

.

^

、む

収蔵資料の紹介^

喩血北一、喩印゛m喩,m、(3)、、

4 鋳製の備中鍬(ナベビッチュウ)

5月はじめ、あらかじめコナゲておいた苗代に水路ツ

ユ)から水を入れ、稲が発芽し易いようにナベビッチュウ

でカジて(耕すこと)足で充分に練り田を平にする。ナ
なべや

べとはイモノ製のもの左いい、鍋屋(鋳物師)が作った

ものという意である。ちなみに、普通の鍬は鍛治屋經チ

鍛治)が打って作ったものである。

ナベグワ(イモジグワ)は、打って作った鍬(鍛治鍬
もろ

)に比べて脆く、石などに強く当たると折れ易い。しか

し、鍬の両肩も士に切れ込むのでマンガカキ(水左入れ

た田をカジル)には都合が良く、田の士質に応じて鍋鍬

と鍛治鍬を使い分けたそうである。
な

最後にオーコで丹念に拘らし、さらに水を入れて水縄

(チョナワ)を張って種を播く。またオーコではなく、
しろ力え'、η

杁、或は代掻き棒という専用の用具左使用する事もある。

5 ドタオコシ q尼深い田での田ごしらえ)専用の鍬

ナワシロゴシラエの次は苗を植える田の準備作業であ

る。この作業をタゴシラエといい盆地では6月中頃おこ

なった。作業の内容はナワシロゴシラエと同じであるが、

ドタ(泥深い田)では専用のイモジグワを使った。

この鍬の先は鋳製で柄は竹であり、ドタの特性に最適

であるという。また泥が直接体にかからないよう、腰に
みのわら

はスエミノ(藁の穂先だけで作った蓑)を付けた。

6 畜力用の農具、整(カラスキ)

牛や馬の力で操作する農具には、カラスキ(草)やマ

ンガ(馬耗)があり、古代から使われたようである。中

国大陸では、漢・唐時代の壁画の中にも画かれ、使い方
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や形も当館収蔵のものとよく似ている。しかし、日本で

普及しはじめたのは、近世になってからである。奈良県

で牛耕が盛んに行われたのは畜産振興政策と相

俟って昭和30年ごろまでで、それ以後は耕耘機が発達す

るにつれ急速に姿を消し、今では全く見られなくなって

しまった。

カラスキは長床傘と無床型とに大別される。長床塾は、

大きな埜床(接地部)によって支えられ、安定性は良い

が地面との摩擦が大きく深耕か出来ないし、また大形で

あるため小さい田では使いにくいという欠点がある。そ

れに比べ、無床梨はやや小型で狭い田でも能率的に操作

できたが、型床がないため地面に対し一定の深度を保っ

て耕すには多年の熟練を要した。耕耘機が出まわるまで

最も普及したのはこの無床傘の系統であり、長床型につ

いては当館にも数多く収集されてはいるが使用経験のあ
おおt

る人は、概ね70~80才代であった。

7 馬紀(マンガ)

カラスキで耕した1妾田に水を入れ、牛にマンガを引か

せて田を何度もかきまわす。田に起伏があったり、士の

かたまりがあると田植えがやりにくいし、稲の成長にも

影響するので充分なめらかにしておく。

マンガには、太い鉄の釘が H本つぃており、この部

分で田の底を掻くのである。

8 人力用のマンガとカラスキ

牛耕用のマンガやカラスキの他に、人力用のものも若

干ではあるが収集されてぃる。

人カマンガは、小型の全木製で鉄の釘はなく、士壌の

やわらかい田で用いたものと思われる。

人力用のカラスキは、江戸中期の農書『農具便利i釦
げんごへいからtき

にも見える「源五兵衛来絽」と同型で畑作の用具である。

当館の調査では70年前、棉を作る畑で使用したとなって

いる。これは「銛柏という名称で収集されており、一見

クワに似ているのでそういう名がついているかも知れな

いが、正確な名前かどうかは疑問である。使用法は、両

手で取手を持ち、後退しなか'ら耕していく。

人力用のマンガやカラスキは、まだ牛耕が普及しなか

つた時代に牛耕と同じ効果を得るための人々の工夫の跡

であろう。

今回は水田の耕起用具を中心に収蔵資料を紹介したか

その用具は、古代からあまり変化していない。弥生時代

の遺跡として有名な静岡県の登呂遺跡や奈良県の唐古遺

跡からも、木製のクワ、スキの類が多く出,士しており、

外見は現在使用されているものとよく似ている。すでに

このころに水田耕作の基本は完成されてぃたのであった。

その後種々の技術が発達して昔よりは安定した収穫が得

られるが基本的には、千数百年の問、変化していないの

である。人間のくらしとは厩年くりかえされる稲作のサ

イクル同様、外見はともかくとして本質的にはそう変化

するものではないようである。

声'

※参考文献

堀井甚一郎著『奈良県地誌』昭和37年

鋳方貞亮著『農具の歴史」昭和40年

大塚史学会編『新郷士史辞典』昭和44年

※使用写真注

0牛耕風景・マンガカキ

昭和49年6月、王寺町王寺一丁目にて演出撮影。

相楽仙太郎氏協力による。

0シロカキポウ・アゼヌリ

昭和49年5月、菟田野町平井にて撮影。

倉窪保雄氏協力による。

0ドタオコシ

昭和49年6月、安堵村西安堵にて演出撮影。

荘司庄吉氏協力による。
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だけのぽり

春にをりあちこちから花だよりが聞かれるようになる
もみま

と、農家では秡播きや田植えの準備にとりかからねぱな

らない。大和では八十八夜(5月2日)前後に柧播きを

する所か多かったか、そのころから農家にとってはあわ

ただしい毎日が続くのである。

X XXX

村々ではこのような農作業のあいまをぬって、節句や

花マツリやオツキヨウカなどがあり、その日は休みであ

つた。柳播きや田植えを前にしてこのような風習は、ほ

とんどの村で行なわれた。例を二・三あげれぱ、榛原町

三宮寺ではこのころレンゾと言ってゴット(御馳走)や

餅を作り、親1拔を招いて終日休むというという風であっ

た。また、明日香村;徹開では旧暦の3月10日に金毘羅さ
くまこ

んをまつってある山上で御供撒きが行なわれた。各戸か

ら昼飯を持ってゆき人々はそこで一日すごしたという。

また4月Ⅱ日、花見客でにぎわう吉野山では、蔵王権現

の会式が行われるが、この日は大淀町今木 U日道はこの

村の中を通り、吉野山や山上に通じてぃる)でも権現さ

んの祭りがあり、村人の休日であった。この村の泉徳寺

(真言宗)の境内の小高い権現堂に、寺の世話人やその
まうこ

年の当番となった撒子(今木では9垣内あり、各垣内1
ま

人づつ出てその年の米を集めたり、御供撒き左したりす

る人)達が中心になり、ゴマ木を焚き、心経を読んで、

石の蔵王権現をおまつりしたのである。金毘羅や権現を

まつるという意味は定かではないが、この期のまつりは、

その日一日を村人がこぞって休むという性格が強いよう

であった。

.

奈良県の民俗行事^

ケサンマイリと言って山頂に登ってー一日すごすというの

である。また、ダケの登山口にある当麻山口神社ではオ

ンダ祭があり、農作物の豊作を願う行事が行なわれた。

二上山山麓から少し魅れた村では山登りはしなかったか

村内の二上山に近い池の士堤にゆき、そこで弁当を食べた

という。また吉野町の竜門岳をダケと称して、同町の西

谷・山口・柳の三ケ村の人で当番の家の人が餅搗きをし、

その餅左山頂の嶽明神まで持って参る。また、その年に

生まれた男の子の家は、重箱に餅を入れ、酒一升をトッ

クリに入れて「ヤイマイロカ・オイマイロカ」といいあ

つて登っていった。山頂では御供を撒き、酒を飲んだと

いう。また、筬の山口神社では4月22日がオンダ祭であ

つた。この祭に、杉葉とお札をもらい、粗播き(5月

2日)の時カヤの箸(正月15日の小豆粥を食べた箸)と

洗米、ツツジなどと共に水口に立てた。

大和にはダケと呼ばれる山があちこちにある。榛原町

山路にある伊那佐山も、古老によると山路ダケと呼ばれ

ていたという。各所にダケと1呼ぱれる山があったのであ

ろう。なぜ春先にこのような山に登るのだろうか。村の

人によると「田圃の水は竜門岳から流れてくる水を使う

からだ」(吉野町西谷)などという。そのことから推し

て考えると二上山の場合も影に女る村はちょうど田の水

をもらう範囲にはいるように思われる。またダケにまつ

わる伝承を眺めてみると雨乞いのために登るという例か

大和の各地に見受けられる。

XXXX

私達の先祖のくらしは農耕が中心であった。上記の習慣

は、春先から田植えまでの厳しい農作業をひかえ、十分

鋭気を養うために休むというように考えられるが、今日

の休日とは違った感を与えるようだ。しかし、それはま

た意味のあることであって、たとえぱダケノポリなどの

行事は田に水の恵み左もたらし、豊作たらんことを祈

る意味があったようだ。昔の人々は神をまつりつつ、休

(浦西勉記)Bをすごしたのであった。

民俗博物館だより
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特定の山へ登って一日すごすということもある。都邱
こうの とみ

村の神野山や榛原町の鳥見山などか'それである。ツッシ

の花か'咲く頃近在の村人が登り、山の上で・一日をすごし

たという。また、特定の山左ダケと称してその山に登る

という村もあった。二上山をダケサンと言い、二上山山

麓の村々(「二上山が影になる村々」)の人か'4月23日ダ

( 3)

( 6 )

遊山(西国名所図会)
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体験学習講座と民俗講座

★体験学習講座

前号で紹介した「しゃくしつくり」の後、 2月23日に

は「ぞうりっくり」、 3月9日は「麻糸つくり」、 3月

23日は「むしろ織り」を行いました。相変わらず好評を

博しております。「麻糸っくり」や「むしろ織り」は、

参加者全員がやるという事が出来得ないため、その工程

を見学するという事に重点を置いて、講師の人からその

仕事にまつわる昔の話などを聞きなか'ら、その用具と仕

事とのつなかめ、生活を理解していただこうというねら

いをもって行いました。

特に「麻糸っくり」の場合は、麻布左織る工程の・ーつ

であり、ハタオリについて知っていないと理解しにくい

ので、先に収録した「麻織切の工程を、 8ミリ映画と

スライドの両方を使って解説を行なってから、講師の方

に実演をお願いしました。全体としては大変難しいもの

になりましたが、大人の参加者には興味を示された方も

多く、種々の質問を受けました。

★民俗講座

第3回民俗講座は3月2日「家の神について」と題し

て、京都女子大学の高取正男氏に講演をお願い致しま
かわや

した。カマド、井戸、廊にまつわる名もない士間の神々

は、座敷に祀られているれっきとした名のある神々と異

なり、大昔私達の祖先が、士問一問の住居で暮らしてし

た頃から生活を伴にして来た神で、後者の外部から迎え

入れた神は、本来村はずれけ釦で祀られていたものを

家に迎え入れ祀るようになったのではないか、といっナ

内容のお話をされました。第4 回民俗講座は、 4月13日

大阪市立博物館長平山敏治郎氏に「人の一生~妻問L

嫁人り・そして~」と題する婚姻習俗の変遷を中心と

した講演をお願い致しました。妻問い婚から嫁入り婚へ

の過渡的習俗としての岩手の'年季聟、、能登の、日を

とる嫁゛の話、そして現代の婚姻形態の鋤宗した様相な

ど、ユーモアを混じえたお話左お伺がいしましメ

麻糸つくり

●寄贈民俗資料分類目録追加分(昭和49年度)

下記の資料をご寄贈いただきました。御芳名を追記致

します。

調査番号民俗資料名数量採集地寄贈者名備考

0-G

5 0 5 桜井市下萩原清治郎

5 0 6 ウ 0

良県立民俗博奈

奈良県立民俗博物館編集発行

ξ工
、、 Pノ".り.
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6 8 3 ウ ι・

6 8 4 河く
人'゛

0 0同

,利用案内

観覧時問午前9時~午後5時まで

但し入館は午後4時30分まで

休館日毎週月曜日(その日が祝祭日の場合は翌日)

と年末年始

観覧料大人 100円・学生70円・小人50円

20名以上団体割引

交通機関近鉄郡山駅より奈良交通バスの矢田山町、

泉原町、矢田寺前ゆきにて「矢田東山」下車。

国鉄関西本線郡山駅下車、バスセンターま

で徒歩10分、奈良交通バスにてr矢田東山」
下車。
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奈良県大和郡山市矢田町545

.

むしろ織り

★★★★おしらせ★★★★

民俗博物館の行事予定

4月27日体験学習<竹馬・竹トンポつくり>

5月25日体験学習くぉ手玉っくり)

6月8日民俗講座<大和の道しるべ>

6月22日体験学習<桶っくり>

7月27日体.験学習<水テソポウ>

※体験学習講座は、午前Ⅱ時と午後2時の2 回、それそ

れ1時間あまり行います。

民俗講座は2階の講義室で午後2時より行います。

※都合により内容などを・一部変更することがあります。

■編集後記■

青葉・若葉が和らかな陽射しに映えてまばゆし

ほどです。矢田山界隈は鮮やかな緑に覆われてし

ますが、一方当博物館の活動はようやく士中に根各

張り出し始めようとする所です。次号よりフィ

ルドノートなる新しいぺージを設け、調査で得ナ

資料や古老から伺がったお話等をビビッドな姿の

ままお伝えしようと考えております

(尾瀬河骨記)
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